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実

業

之

日
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衝
撃

鍛
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〒多1
葛 イi
ク1

著 ト

略帝

本 塁 1

社 誓 l
I

購
舞
蟹
塾

一
は
、
ま
た
灯
ア
ジ
ァ
投
資
金
額
が
ア
メ

　
　リ
カ
と
競
い
合
r2
狽
に
の
ほ
る
と
は

「そ
う
い
う
部
済
的
事
塞
ダ
わ
が
も
の
と

一
し
て
突
感
し
て
い
.り
の
は
、
一体
誰
な

夏

、
と
い
譲

馨

と
無
馨

は

い
ら
れ
な
い
。
世
界
惰
勢
な
る
雷
蘂
を

使
い
、
日
本
帝
国
主
鋳
と
嵩
い
酬
れ
て

い
勺
は
ザ
な
の
だ
が
、
そ
の
ド
ラ
ス
テ

ィ
ソ
〃
な
側
面
を
、
僕
た
ち
は
ど
れ
ほ

ど
ま
で
に
噸
得
し
え
て
い
る
だ
ろ
2

か
。"巾
に
い
勾
人
聞
に
は
鼻
え
な
い
こ

と
か
、
外
か
ら
は
見
え
る
"
と
い
う
俗

な
一
般
論
か
、
こ
の
場
合
適
切
で
あ
る

と
は
い
え
な
い
。

日
ム
の
い
わ
ゆ
る
「飯
功
」
、
あ
Φ

へ
は
「
・跡
」
に
灯
し
て
、
ア
メ
リ
カ

や
コ
ー
ロ
ノ
パ
て
立
κ
多
く
の
こ
と
が

警
か
わ
て
い
9。
ち
お
む
ね
、
そ
れ
ら

は
}
第
}
に
、
日
本
卑
模
範
的
な
資
本

γ
嚇
阿
撃
展
の
厳
功
例
と
し
て
紹
介
し

て
い
る
。
第
ご
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
輸
出
の
激
増
ぷ
り
と
、
資

添
†
義
列
強
の
総
攻
撃
か
ら
、
国
内
経

済
ヰ
防
御
す
る
独
特
な
や
り
方
に
つ

い
て
、
日
ム
客
目
の
敵
に
し
て
い
る
」

(ム
書
「
日
本
の
燭
様
へ
」
)と
い
う
か

由
り
、
鑑
た
ち
は
資
本
主
鰭
間
の
湖
立

に
-
目
勺
9
以
ー
の
興
味
プ
も
て
な
い

、
帝
国
†
嚢

同
暖
の
、
あ
る
い
は
ブ

ル
ジ
コ
ア
経
済
学
老
の
つ
つ
き
合
い
で

は
な
く
、
反
帝
国
主
義
の
立
場
か
ら
す

る
、
日
ム
分
析
で
あ
る
。
僕
た
ち
は
残

念
な
か
ら
、
内
部
に
も
ほ
と
ん
ど
こ
う

し
爵
分
析

(大
内
秀
明
氏
な
ど
の
労
作

は
あ
る
の
だ
が
)
を
も
っ
て
い
な
い
。

外
国
の
反
帝
国
主
義
の
陣
営
に
は
、
そ

の
国
の
運
酌
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
と
は
一

練
}
画
し
て
、
こ
う
い
う
水
準
が
あ
る

こ
と
は
欝
異
で
あ
る
。

危
機

に
笑
う

日
帝

い
ま
日
本
は
戦
後
皐
入
の
癬
済
危
機

く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
軽
済
危
機
に
頂

面
し
た
と
き
の
社
民
勢
力
の
も
ろ
さ
は

は
、
生
活
困
難
に
苫
し
む
労
働
畜
に
対

し
て
、
何
ら
そ
の
解
決
驚
ヰ
提
小
し
え

な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
資
志
㌃

趨
の
自
函
了
遼
幕
済
と
し
て
の
進
行
の

時
代
に
は
、
て
こ
に
お
け
る
利
潤
分
配

を
め
ぐ
っ
て
、
封
民
勢
力
は
資
本
蜜
に

向
か
い
合
う
」と
か
で
き
る
の
た
か
、

資
本
家
の
側
が
、
統
制
郷
済
ヰ
も
ユ
て

危
機
に
向
か
⊃
と
き
、
計
民
勢
力
は

た
だ
も
う
右
秤
μ
秤
し
て
、
一
か
て
国

家
続
制
庵
促
ず
よ
う
な
瀦
諭
を
し
、
他

方
で
自
由
馨
済
論
的
窄
論
ノ
発
す
る
よ

う
に
な
る
の
で
あ
Φ
。

日
本
帝
園
ゴ
蹄
に
内
在
し
て
い
た
反

人
民
骨
、
侵
略
的
督
格
は
、
こ
こ
へ
來

て
そ
の
ヂ
〒」ソ
ク

(議
会
に
わ
け
る
社

民
勢
力
)
機
鯉

無
に
す
、9
機
余
r
得

て
い
る
の
で
あ
ζ
。
勒
労
人
衆
の
側
か

ら
の
当
然
に
も
.強
い
倣
府
す
ー
"
の

趣
求
に
、
ツ
ル
シ

ラ
ン
ー
か
い
か
な

ノ
,ち
ら
つ
か
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
労

一働
還
動
に
対
し
て
は
、
統
制
静
済
ー
所

得
政
壌
の
導
入
と
、
一
時
帰
休

(レ
イ

オ
フ
)
な
と
の
強
硬
策
の
機
を
う
か
が

っ
て
い
る
。

叶
砥
困
に
も
、
タ
イ
、
職
国
な
ど
の

反
帝
坑
日
揮
動
を
つ
ぶ
す
好
機
と
考
え

一て
い
る
に
',が
い
な
い
。
今
日
す
で
に

ヨ
ー
ロ

ソ
バ
か

ら

見

た

日
本

六
〇
年
代
伊
通
し
て
、
塘
二
次
世
界

穴
戦
の
戦
禍
に
よ
う
遅
れ
亭
と
め
碇
す

ぱ
ゆ
り
か
、
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
の
先
道
資
本

主
義
国
を
ご
ぽ
⊃
抜
き
に
す
る
厚奇
跡

の
放
長
拶
を
と
け
た
日
本
資
本
宇
鵬
が

、
遠
い
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
の
紆
済
学
着
や
歴

史
学
茜
の
関
心
を
ひ
く
こ
と
に
、
と
く

に
驚
か
な
く
て
も
い
い
時
期
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
僕
た
ち
の
世
代
は
い
才
だ

に
「日
本
は
人
し
た
国
で
は
な
い
」
と

い
う
感
覚
(モ
れ
は
小
学
校
や
中
学
校

て
つ
か
つ
だ
社
会
科
教
科
轡
の
記
述
に

派
生
す
勺
の
だ
り
う
か
)
か
ら
、
全
く

驚
異
の
資
料
と
観
察

で
あ
ろ
っ
。
モ
の
税
度
の
水
螂
の
分
析

や
批
判
な
ら
、
ド
ル
.
シ
コ
ソ
ク
か
ら

円
切
り
ト
げ
の
時
期
に
外
国
工
コ
ノ
ミ

ズ
ト
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
耳
に
た
こ

が
で
姜
る
ほ
ど
悶
か
さ
れ
疋
。
本
許
は

出
版
兀
の
他
の
出
販
物
か
ら
類
挿
す
れ

は
、
こ
れ
も
萌
沌
の
類
に
属
す
勺
か
の

よ
ラ
な
惑
が
、
る
が
、
ア
は
全
く
緊
な

り
祖
㌦
の
齊
て
あ
る
.
原
題
は
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
,
イ
ン
ペ
リ
ア
リ
ズ
ム
.
ト
ワ

ァ
イ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
帝
国

㍗
竜
批
判
で
あ
り
、
そ
の
侵
略
性
へ
の

驚
告
が
本
搬
の
セ
題
で
あ
る
。
つ
ま
り

に
、
台
湾
、
韓
国
を
は
し
め
と
し
て
、

殊
岡
ア
シ
プ
箔
国
と
の
聞
に
は
、
T
藁

由
な
二
ー
国
.
植
民
地
関
係
が
で
き
あ

が
っ
て
い
勾
。
現
在
、
目
本
か
ら
の
原

材
料
(
一
次
加
丁
品
)
の
輸
出
が
滞
っ

て
、
す
で
に
工
場
が
止
ま
り
は
じ
め
て

い
る
。
そ
の
桔
果
と
し
て
の
後
進
国
経

済
危
機
、
そ
し
て
日
本
資
本
に
よ
る
さ

ら
な
る
取
奪
が
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

韓
国
に
つ
い
て
み
れ
は
、
米
国
の
無

償
押
助
打
一,切
り
、
重
化
学
丁
糞
化
方

針
に
む
と
つ
く
、
直
接
投
資
、
民
閲
資

本
潭
人
の
朴
評
済
政
策
に
の
っ
て
、
日

ム
資
へ
の
乱
入
は
甚
し
い
。
日
本
民
間

初
め
て
の
日
帝
批
判

に
が
う
つ
と
し
て
h
勺
ら
し
い
。
ヱ
コ

ノ
ミ
ス
ト
た
ち
の
発
す
る
警
告
も
ほ
ぼ

ま
っ
く
ら
と
い
う
観
で
あ
る
。

田
巾
刷
政
が
一
挙
に
も
た
ら
し
た
需

給
で
ン
ワ
レ
は
、
石
油
危
機
序
引
き
金

に
も
は
や
パ
ご
ノ
ヶ
と
い
っ
て
い
い
卦

聾

各
所
で
現
辞
さ
せ
て
い
0
。
国
議

な
と
の
講
論
岸
見
て
い
て
、
聖
に
不
思

義
な
こ
と
か
あ
る
。
そ
れ
は
、
モ
ノ
不

足
"
鴨
給
イ
ノ
フ
レ
か
フ
了
ノ
ズ
ム
触

夜
の
経
済
的
条
件
ご
あ
る
と
い
う
認
識

が
、
牡
会
党
や
共
雇
党
な
ど
す
く
な
く

と
も
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
で
あ
ろ
う
党
に
全

る
回
答
を
も
⊃
て
、
こ
の
政
治
ウ
配
能

力
を
癬
持
す
・、o
か
。
付
民
勢
力
が
、
こ

の
聞
そ
の
地
小
序
育
て
て
こ
た
地
域
人

民
闘
争
、
と
り
わ
け
消
璽

"運
勤
、
牛

協
運
動
は
、
こ
の
間
の
削
パ
ニ
,
〃
削

∬
態
の
な
か
て
、
壊
滅
的
状
況
㌧
し
ド
、

は
換
骨
愈
胎
♂
れ
て
い
り。
地
城
的
な

冷
て
の
闘
い
は
、
一
-弔
塚
的
質
に
倒
渉

し
て
い
な
い
限
り
、
一
挙
的
販
北
に
㍗

る
こ
と
ポ
ろ
ト
分
に
考
・ヌ
ろ
れ
・
πL

力
会
社
な
ど
は
、
最
近
間
ら
か
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
危
機
尋
も
っ
て
、
イ
民
遷
動
を

カ
つ
く
で
圧
し
つ
ふ
そ
ろ
と
す
る
悪
志

「
資
ム
の
腎
碓
直
接
投
資
は
、
「
九
穴
=

1
し
O
有
β
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約
四
〇
〇
〇
万
ジ
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ヒ

一
年
度
紳
一
ー
○
○
万
賓

七
二
年
度

ヒ
ハ
O
∩
が
詳
、
七
一
年
(
一
月
ー
八

肩
)
約

億
浦
。
七
三
年
八
月
末
現
在

噴
、
日
も
識
乍
授
資
累
計
額

一億
四
〇

汽
七
力
泌
て
、
韓
国
に
対
す
.り
外
資
総

額
の
ハ

%

占
め
る
。
従
束
の
借
訊

に
よ
る
鄭
1
ぜ
・
中
心
か
ら
、
直
接
投

費
、
萌
化
学
丁
ぐ
中
心
へ
と
、
日
本
資

ム
の
や
り
口
は
、
一層
危
険
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
。
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閣 署

編
集
邪
こ
だ
施
し
た
.B
卜
職
慨
線
酎
括
り
ノ
ヶ
ー
ト

に
、
多
く
の
押
用
介
堕
か
r楢
ξ
あ
る
回
客
岸
,
け
た
。

す
で
に
は
と
ん
と
の
同
答
に
つ
い
て

玉
震
-

月
ノ
ロ
.に
億
戦
し
た
か
、
H
.の
遺
阿
の
冷
へ
で
掲
戴
て
.こ
㌦
か

つ
た
分
を
以
下
に
揚
蔵
す
る
。

こ
0
、
鴻
職
は
そ
の
人
の
↓
餐
を
/
右

す
り
電
-へ"
で
あ
る
か
ら
、
目
分
み
f

く
み
つ
め
、
将
k
の
塗
ぎ
カ
と
目
己
の

ρ
ガ
、
滝
何
工
し
っ
か
の
把
掃
し
た
ト

て
城
職
に
つ
い
ぐ
㌧
冗
ぐ
欲
し
い
。

各
分
野
で
活
剛
し
ご
い
.④
先
衛
逆
を

ヶ
ね
て
、
休
鹸
、
3
見
ヰ
開
く
の
は
人

い
に
参
r.じ
な
る
の
で
は
な
い
か
と
田い

う
。住
友

金
属
工
業

㈱

①

會

裂

名

泓

一「0
名
、
経

三
Q
名
、
教

五
名
、
⊥

一
〇
名

②

合
甜

二
五
名

(う
ち
わ
け
)

法

五
名
、
紅

四
名
、
教

一
名

化
工

一
名
、
資
源

二
名
、
冶
金

二
名
、
命
加
一
名
、
十
本

一
一名
、
電

気

一
名
、
機
械

一
名
、
航
空

一

名
、
衛
生

二
名
、
精
密

=
名

③

ω
従
束
時
期
的
に
あ
ま
り
に
も

駆
す
ぎ
だ
就
職
問
題
へ
の
取
り
組
み
が

が
、
ム
町
は
ひ
く
と
も
四
月
ま
で
は
学

牛
が
そ
の
進
分
に
亭
力
を
投
裁
跳
来
る

状
態
で
あ
っ
た
こ
と
。
ω
学
生
側
に
と

っ
て
も
介
業
側
に
と
っ
て
も
大
き
な
工

煮
ル
ギ
喜
ロ
ス
で
あ
っ
た
二
堕
内
定
が

減
少
し
た
こ
と
。

④

P
R
開
始
五
月
一
日
、
選
考
開

始
七
月
】H
の
間
は
こ
ヵ
月
あ
り
長
過

き
る
。
田
時
ス
メ
ー
ト
で
艮
い
の
で
は

な
い
か
?

⑤

フ
ィ
ー
リ
ン
グ
エ
イ
シ
を
k
映

し
て
揮
尼
っ
ぽ
く
な
さ
過
ぎ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
四
年
間
苗
え
た
知
鵬

と
喩
F
で
》
々
の
論
隙
を
張
う
て
欲
し

い
。
出
来
れ
は
建
設
的
な
論
瞭
を

。

⑥

我
々
ジ
用
を
担
当
を
し
て
い
る

者
か
ら
見
る
と
、
最
近
面
楼
を
し
た
あ

と
て
顔
之
思
い
出
せ
な
い
人
が
多
い
。

個
個
か
勃
ま
り
畢
均
化
、
圃
「
化
が
進

ん
だ
結
果
で
あ
ろ
う
。
就
職
先
の
好
み

も
人
気
に
流
さ
れ
過
き
る
。
一
生
の
こ

と
た
か
り
内
姉
か
ら
再
、♂出
る
も
の
で

決
延
す
へ
き
て
は
な
い
か
?

㈱
神

戸

製

鋼

所

①

A口註

六
ハ
名

払

一
〇
名
、
泌

二
八
名
、
又

一
名
、
工

=

名
、
U

宮
、
農

二
名
②

今
」

一
四
呂

(
つ
ち
わ
け
)

法

二
名
、
農

一
名

(r
いへ群
械

二
名
)
、
工

八
名
(盤

-

秤

四
名
)
(今
属
工
業
'5
科

一
名
)

(

(合
成
化
学
科

「
名
)

(数
揮
ー
二

科

一
名
)
、
理

一
一名

(牛
物
・科

一
名
V

(物
那
学
科

一
名
)

③

こ
こ
数
5
穿
、
勾
毎
に
購
ま
っ

て
い
た
内
冗
時
期
が
人
幅
に
九
に
ー
さ

れ
企
業
側
と
し
て
は
、
採
屠
ス
ケ
ノ
ユ

ー
ル
が
▽
ご
易
く
な
っ
に
が
、
尺
卿
趣

旨
が
徹
鳳
せ
グ
に
、
〃
4
沓
君
が
受
験

す
る
会
率
か
数
神
か
け
も
一,
廿
ざ
る
を

え
な
い
よ
う
な
爪
案
感
プ
も
だ
れ
九
の

か
実
情
で
は
な
い
か
。

④

会
社
訪
閥
解
禁
日
と
試
験
卿
埜

日
と
の
聞
に
二
ヵ
月
あ
っ
た
が
、
こ
の

期
間
の
眼
嶋
を
再
検
～
♂
0
必
要
が
あ

る
。⑤

我
〃
か
期
付
し
て
い
た
剥
に
は

琴
く
の
バ
大
屑
の
〃
か
会
判
う
聞
し
て

く
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
学
部
、
2
」

科
の
姐
何
を
問
わ
ず
、
ω閂
し
て
み
ζ

頂
け
た
ら
、
他
社
と
は
異
る
「
何
か
」

を
感
し
て
も
ら
X
る
と
黒
う
の
て
す
か

O

大

同

製

鋼

㈱

①

A
署

=
名

経

一
名
、
工

一
名

②

八口31

7
名

(う
ち
わ
け
)

丁
学
部
、
争
忽
、
榔
械
白

一
名

③

・

4
側

`

に
い
念
こ

」

る
。λ

ア
鮒

円
ー
り

て

や
ゴ

い
t
い
う
ズ
リ
ノ
ト
か
あ
勾
。

し
か
し
、
申
し
へ
わ
せ
は

、
♪
れ
な

か
,
71κ
め
、
当
村
の
k
つ
に
厳
絡
に

七
月
選
考
を
し
プ
A
、利
は
、
斤
募
γロ減

と
い
つ
改
冠
に
終
つ
た
。

④

ム
奪
の
申
し
合
わ
せ
は
四
月
爪

ま
で
は
遵
守
さ
れ
た
が
五
月
以
降
相
当

乱
れ
た
。
従
っ
て
、
来
年
は
申
し
合
わ

せ
を
す
る
な
ら
ば
、
応
全
に
巾
し
今
わ

せ
を
遵
守
す
へ
き
だ
。

古
河

電
気

工
業
㈱

①

雷

駒
四
〇
名

法

一
五
名
、
滋

一
h
名
、
工

一
〇
名
②

ぐ

"
九
名

(
2
,
わ
け
)

澄

を
、
語

一
名
、
丁

五
名

③

抄
務

に
関
す
る
限
り
、
五
月

【
目
ま
⊂
は

逝
讃
君
を
就
職
活
勒
か

ら
解
皮
し

%

響
に
専
念
せ
し
め
得

た
こ
と
は
、

つ
の
成
果
と
い
え
よ
つ

っ
。
、1
利
ー
ー
」も
鵜
職
活
劫
を
災
中

的
に
和
,
」
レ
ハ
出
来
、
よ
り
㌻
く
の

p・瑠
者
'
に
ー
d
を
卿
解
し
ご
も
ら
兀

た
も
の
と
W

。

④

望
む
へ
く
は
、
七
月
一
日
乳
度

ま
で
就
職
活
鹸
の
解
猶
臼
を
廷
ば
し
た

い
も
の
と
づ
え
る
。

ま
た
効
職
而
朗
の
開
始
期
と
試
験
の

開
姶
期
2
分
け
る
こ
と
は
、
今
母
の
状

況
か
ら
み
て
あ
家
り
慧
臥
が
な
か
っ
た

よ
つ
に
曽
わ
れ
θ。

年
内
に
開
催
さ
れ
る
臼
瞭
閣
僚
会
議

で
、
御
岡
側
は
①
浦
凋
総
合
製
鉄
所
一

億
三
五
〇
〇
万
声
②
セ
マ
ウ
ル
事
業
「

億
ノ
③
セ
メ
ン
ト
積
出
し
用
の
北
輝
港

整
備
二
Q
O
O
万
ノ
④
ソ
ウ
ル
地
下
鉄

八
8

万
張

ど
蜜

璽
ハニ
8

万
声
の
政
臆
ベ
ー
ス
資
金
協
力
を
要
講

す
勺
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
頬
し
て

て
、
日
本
側
が
石
油
危
機
と
金
大
中
事

件
を
利
用
し
て
、
露
骨
に
侵
略
的
な
要

求
を
ぶ
つ
け
、
国
内
矛
盾
を
麓
国
経
済

に
お
し
つ
け
る
突
破
口
と
す
る
こ
と
は

目
に
見
え
て
い
る
。

鋭

い
暇

に
よ
る

日

帝

の

分
析

本
書
は
、
七
二
年
五
月
十
五
日
津
縄

返
還
以
前
の
資
料
に
も
と
つ
く
、
B
本

帝
国
重
鵯
批
判
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ァ

経
済
学
者
の
中
に
は
、
本
書
が
「円
切

り
上
げ
」
「
フ
ロ
ー
ト
」
を
お
り
込
ん

で
い
な
い
「
古
い
分
析
」
で
あ
る
と
決

め
つ
け
て
い
る
ξ

い
る
し
、
そ
の
方

法
で
い
け
は
旨
石
油
危
機
」
を
お
り
こ

ん
で
い
な
い
と
い
う
批
判
す
ら
可
能
で

あ
る
。
し
か
し
、
日
本
資
本
主
義
が
本
書
域

ザ
当
時
、
何
を
内
在
し
て
い
肛
か
を
、

執
筆
者
た
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
急
進
的
棄

ア
ジ
ア
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ほ
ぼ

洗
い
ざ
ら
い
つ
か
ん
で
い
る
。
日
本
資

本
主
義
の
藷
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
今
日

「
対
韓
進
出
」
な
ど
そ
の
勉
険
駐
ゼ
あ

か
ら
さ
ま
に
見
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

て
い
る
し
、
ま
た
、
国
内
的
に
は
そ
れ

を
見
せ
て
も
い
い
時
機
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
ら
し
い
。

}こ
れ
で
も
、
比
麟
的
硬
骨
の
反
体
制

派
が
名
い
で
あ
ろ
う
わ
が
読
者
は
、
実

灘
之
日
本
社
の
出
版
す
る
イ
ギ
リ
ス
の

本
に
、
そ
ん
な
丑
確
な
こ
と
か
分
か
っ

て
た
ま
る
か

と
考
え
る
人
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
先
入
観
を
と
く
た
め
に

も
い
ち
お
ろ
内
容
紹
介
を
試
み
て
わ
こ

う
。
o
第
一章
/
日
木
と
ア
メ
リ
カ

。
笙

章
/
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア

日
木
の
資
源
ネ
ソ
ク
、
貯
償
か
ら

疑
助
苓
通
し
て
、
日
衣
費
聾
の
進

庁
の
狙
い
を
さ
ぐ
匂
。

。
第

章
/
日
本
の
構
事

四
次
防
な
ど
鷺
事
予
箏
分
析
、
憲

派
九
条
の
問
題
、
日
阪
去
侭
の
変

質
、
産
軍
複
合
体
の
分
析

・
第
四
彦
/
日
ム
と
中
国

・
篤
汽
μ
璽'日
,
台

耐
の

向
躯
軸

・
第
ハ澱
/
日
お
国
内
の
r
七

磨
ガ
朋
壊
-

甲
嵐
、
ハ
r
ー
"

%
仲
関
係
i
～
c
路
縁
な
と

教
育
、
公
8
、
神
縄
等
。
(こ
こ

ラ ンス語
初級 ・中級 ・上級

て
機

呂
、
戸
佃

一
γ
)

ーー
、
孜
衝

"に
つ
い
ご
は
、
九
月
r

'
デ
用
継
乱
甲
て
蛍
。

⑳

汚
葡
時
即
の
明

ハ
と
峡

に
よ

り

、
、
萱

と
し
て
は
、
募
所
に

「就

職

「
に
つ
い
こ
醇
電
に
弩
え
、
拝
ち
柑

い
て
充
分
な
企
業
研
究
が
で
き
た
と
思

う
。
そ
の
結
果
、
学
生
と
企
業
と
の
間

に
充
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
吋

能
と
な
り
、
企
業
の
側
に
し
て
も
、
劫

牽
的
か
つ
寧
度
の
濃
い
採
用
濡

が
展

 開
で
き
だ
。

フ

座講期

休

20
年

④

A,イ
度
の
戊
坦
、'
4
か
し
て
、

一て
の
♂L
釈
r
に
犬
4
度
以
臣
の
仏局

}r
σ
'
弩
乳
て
い
る
。

ん
だ
、
、
存
7,君
の
勉
学
の
時
間
と

客
ち
競
い
た
㌔
4
生
活
の
確
保
の
為
に

は
、
f
罵
時
期
に
つ
い
て
更
に
弩
え
て

い
き
た
い
。

⑤

当
社
を
訪
問
さ
れ
た
カ
に
つ
い

て
い
え
ば
「
就
職
」
そ
の
も
の
に
つ
い

て
N
く
導
え
、
針
鋼
業
、
各
介
業
に
つ

い
て
深
く
研
究
し
て
い
る
と
感
じ
た
。

⑥

我
国
に
お
い
て
は
、
魂
祥
の
と

書
O
ユ雪
O

昌冤FO

冬
・)-8月 ㌘ 日(水)

日(木)・(金)

1月7日(月)よ り

 

川

崎

製

鉄

㈱

①

盒
剛

一ニ
ハ名

(法
経
の
み
)

②

合
計

一
二
名

法

二
名
、
幕
済

【
名
、
ユ

○
名
(金
属

三
名
、
機
械

1月10日

48年12月
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.〈企業アンケー ト・調査〉
二刷

鯛 査1

今年、貴社の事業所・工場などを訪問した京都大学学生(修 士を含
む)の 数をお答え下さい。

調 査2

貴社の京都大学卒業予定者の採用内定数(49年4月 入社)を お答え

下さい。学部 。学科ごとにお願いします。

調 査3

「青田刈り自粛串し合わせ」によ つて、今年度の採用状況はどのよ
うに改湾されたとお考えですか?

調 査4

今年置の改遡努力に踏まλて、来年度の採用活動はどうあるべきで

あるとお考えですか?

調査5

今年度の京都大学学生の就職活動について、全般的な印象をお答え
下さい。とくに、その欠点を御指滴下さい。

調 査6

来年度以降、就職活動を行う京都大学学生にア ドバイスを下さい。
FO㎝o.齢o⑩o轍o鼎o轍o聯o頓o噸 画o咽融o囎 陶o僻o帰o朔po備c轟

o

§
o

lミ

1-

§

1-
o

⑥

最
几
の
麹
∫
失
化
は
学
4
拝
君

の
就
践
弼
目
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
て
ず

が
、
こ
の
よ
つ
な
時
娚
こ
そ
人
材
か
必

壌
な
の
て
あ
り
、
神
H
製
鋼
は
新
し
い

時
代
の
先
照
に
V
つ
べ
く
払
冷
人

・の

冷
学
、而の
諸
君
に
門
μ
や
開
い
て
い
ま

す
。
導
門
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
る
こ
と
な

く
、
目
己
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
テ
ィ
ー
で
勝

々
し
て
み
て
ト
さ
い
。

日
本

楽
器
製
造

㈱

①

合
説

皿6

名

法

四
名
、
経

五
名
、
L

一
ム

名
、
理

}一
名
、
麗

名

②

合
計

π
名

(う
ち
わ
け
)

驚
ハ」都

}
名
、
T

」部
、
鵡
気

↓
名
、
修
士

一
名
、
化
ゴ

一
名
、

く
学
部

一
名

③

い
つ
各
ト
の
、砥
験
い
吟
よ
る
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
小
み
な
状
態

(㌔
4
に
と
っ
て
も
、
朴
業
に
と
っ
て

も
)
が
、
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
一
応
の

メ
ト
か
つ
い
て
催
消
さ
れ
た
。
こ
れ
に

玉
り
、
一
邸
4
の
う
ち
に
内
んす
る
と

い
う
異
常
な
状
態
、
運
に
翁
々
早
ま
っ

て
い
4
試
験
時
期
に
歯
π
め
が
か
か
2

た
。④

玉
月
一
』
以
3
、
う
口
嗣
如
、

富

O,,,賜

七
月

一
日
"
酵
'
験
開
如
と
い
,
臣
弼

の
ズ
レ
に
到
な
,
ζ
起
っ
た
問
題

(七

月

一日
以
剛
に
内
疋
し
た
介
業
が
あ
っ

た
と
い
ろ
弛
聖
)
の
再
検
牙
が
必
臥
だ

と
思

っ
。
Ψ
臼
腿
も
明
確
な
申
し
合
わ

せ
が
決
ま
れ
ば
、

七れ
に
従
っ
て
採
用

活
勧
オ
皮
し
ま
す
。
企
業
の
信
頼
関
倖

に
"
.づ
く
目
舛
か
∠
且
だ
と
思
い
ま
ケ

す
。⑤

A
ドζ阿
に
、
(
、社
オ
評

に
痴

究
し
て
い
る
こ
と
、
質
円
拝
項
か
田
砕

で
血
縄
伊
的
F
な
い
こ
と
等
が
挙
げ
b

れ
ま
」・
。
又
、

.
、
ノ
午
に
つ
キ
ま
し

て
は
A
ρく附
,
わ
こ
な
し
い
田
殖
岸
ご

け
ま
し

瓦
.
A
歯
は
合
、神
早、門
に
昧
し

ご
縫
樋
河
な
目
r
て
甥
ん
て
頂
キ
た
い

と
U
い
申ゴ
†
、

⑥

櫓
人
に
貞
わ
さ
れ
ず
、
自
分
の

献
町』に
に
9
・ト
、
の
選
択
を
さ
れ
る
こ

と
。
.天
晒
け
榊
に
つ
い
て
の
甲
し
合
わ

せ
に
呑
¥.
⊂

が
の
方
女
と
か
共
に
努

力
し
て

れ

り
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て

.・侍
の
リ
ノ

}卜
利
益
を
か
け
る
こ
ど

は

1利
は
岐
し
ま
せ
ん
。

関西日仏学館
泉都市左京区吉田東一条

TEL761-2105代

}

の
分
析
は
、
わ
れ
わ
れ
ヰ
驚
か
す

に
余
り
あ
る
。
実
に
、
〆
細
に
文

猷
を
こ
な
し
て
い
」
)

.
廊
七
章
/
結
諭

第
六
章
の
記
述
は
、
信
じ
ら
れ
な
い

く
ら
い
つ
っ
こ
ん
で
い
る
。
た
と
え
は

沖
縄
。
「
沖
縄
に
対
す
る
日
本
の
か
か

わ
り
あ
い
は
、
十
六
世
紀
宋
、
豊
臣
秀

古
の
朝
鮮
侵
攻
に
派
r
卑
氷
め
た
日
本

側
の
要
求
に
た
い
し
、
当
時
、
独
立
の

τ
国
だ
っ
た
沖
縄
側
の
態
度
が
緩
慢
な

の
に
腹
を
立
て
、
鰍
罰
の
琶
昧
で
遠
征

軍
を
送
っ
た
の
が
は
し
ま
り
で
あ
る
。

以
後
、
沖
縄
の
不
章
な
従
属
的
運
命
は

ず
っ
と
つ
づ
い
て
い
る
」

(本
畜

〇

ニ
ペ
ー
ジ
)
僕
た
ち
は
あ
の
71
名
な
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
に
つ
〔
て
、
こ
れ
だ
け
の

叙
述
が
で
き
空

り
う
か
。

他
の
テ
ー
マ
に
り
、
て
ち
h
様
で
、

引
証
文
献
は
、
日
、̀の
諏
ー
、
鉛
合
婚

凋
刊
誌
、
恵
門
雑

た

一
あ
ろ
か
、

窺
鷺
に
網
羅
的
で
あ
り
、
R
叡
入
で
も

こ
れ
だ
け
の
分
香
ρ
r
ん
=
h
〆だ
ろ

う
か
と
思
わ
れ
る
。
=
ω

鴇
能
力
も

驚
異
と
い
う
ほ
か
な
い
。

本
叢
は
、
最
卸
に
、
円
中
内
閏
欝
場

を
非
常
に
危
険
な
動
向
と
し
て
把
え
、

と
く
に
国
家
公
安
委
風
長
に
爪
村
武
雄

文
部
大
臣
に
稲
葉
修
が
指
名
さ
れ
た
こ

と
て
、
こ
の
内
閣
を
軍
国
主
義
へ
の
造

キ
拓
く
反
動
路
線
の
強
化
と
見
て
い

る
。
〈,次
改
n
の
さ
ら
な
ろ
右
傾
化
ぜ

見
て
、
筈
呂
は
よ
り
脅
威
ず
嘱
し
と
⊃

て
い
う
た
り
ー。

眼
の
鋭
レ

.
し

〆
,

し

て
「釣
負
列
馬
二
'h
。

・τ
ド
七の
一

ー
へ
・
ω
く
ル
ご
、
日
一一

彦

㌧
T

J

霊
事
予
算
は
二
=
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加

で
あ
る
。
日
本
の
帝
国
t
義
は
、
い
ま

だ
に
は
び
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
。

ヰ
ド
は
ヘ
マ
ル
ク
ス
セ
み
の
　
か
ら

輔
瀧
羅
ニ

ー
・
ー5

沸
置

珂r
て

㌧

く
も

胸

物

あ

,

へ

、/‡

ノ
r尺

k

二

人

D
一

い

ノ

一と

に

よ

て

、

の

加

な

ー
t

Σ

人

〃
、に

、

」 1

い
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
屈
服
す
へ
巻
泣

鰯
簾
駄
鍵
詮

本
人
属
と
の
団
結
、
雫ぐ
し
て
日
本
の
い
「

わ
ゆ
る
「
発
展
」
の
被
㌻

受
け
て
い
　

る
諸
国
人
罠
と
の
岡
携
と
い
う
ゾ
場
に
濡"

だ
っ
て
、
ム
膚
〃
槻
唯
し
た
」
と
い
う

著
者
が
、
日
本
の
階
級
情
勢
に
つ
h
て

か
な
り
深
く
鰯
り
ぬ
h
こ
い
3
こ
レ

示
す
も
の
だ
う
つ
。

本
書
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
。

「田
中
噛讃

は
瑚
界
の
患
実
な
下
僕

　

翠
謬
嚢
雛

っ
て
、
残
さ
れ
た
地
方
に
哩
ろ
に
公
哩

を
ひ
ろ
け
芝

ご
で
あ
り
・
あ

名
も
}

「
地
方
分
散
」
と
呼
ば
れ
る
計
画
で
あ

る
。
田
中
μ
唱
に
は
、
人
只
の
㎎

に

憤
接
、
イ
亨
わ
よ
17ぴ
「
人
杏

-の
扱
飛

串
転
換

痔
、
「
猷
も
な
け
れ
ば
能
力

も
な
い

μ
目
臼
愛
園
心
や

国

†
畿
が
,

り
に
レ
つ
に
遣
男
♂
れ

り⊂

あ
ろ
う
。
ご
の
h
楠
凶
愛
国
心
は
、
h

ま
検
～
巾
と
h
わ
れ

」、
カ
て
'
へ
・て一

新
入
管
η
実
に
よ
っ
て
、
由、
,
に
あ
占

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
・
早
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薬
害
と
そ
の
告
発

く
ク
ス
リ
V
告
発
の
運
動
は
、
心
あ

る
臥
学
者
、
薬
学
老
に
よ
る
象

(効
)

の
評
価
に
お
け
る
升
糾
学
性
の
告
発
運

動
と
楽
敬
被
皆
者
の
瓢
薬
資
本
、
医
師

に
対
す
る
糾
弾
運
動
と
に
分
類
さ
れ
る

る
。約
ト
ニ
年
朗
、
東
大
講
師
轟
橋
眺
止

氏
に
よ
っ
て
「肝
臓
薬
ク
ロ
ン
サ
ン
の

無
効
牲
」
が
公
表
さ
れ
て
以
来
、
ク
ス

リ
好
き
の
日
本
入
の
国
昆
性
と
企
業
の

い
い
な
り
に
な
る
弊
事
行
政
、
ク
ス
リ

眠
を
太
ら
せ
Φ
だ
け
の
健
康
保
険
に
獣

属
す
る
医
名
・
輝
院
こ
い
う
理
塊
の
も

と
で
、
他
業
種
と
は
比
へ
よ
う
も
な
い

膨
大
な
利
潤
を
吸
い
あ
げ
て
母
一た
製
薬

資
本
の
く
ク
ス
リ
神
話
V
は
崩
濃
を
始

め
た
。
資
本
の
ド
ル
箱
商
品
(
ず
な
わ

ち
、
飲
ん
で
も
飲
ん
で
も
決
し
て
効
か

な
い
ク
ス
リ
)
ア
リ
ナ
ミ
ン
、
ア
ス
パ

ラ
、
チ
オ
ク
タ
ン
な
ど
の
無
効
牲
そ
し

て
有
害
性
が
.
続
い
て
明
ら
か
に
な
っ

に
。
ア
リ
ナ
ミ
ン
は
、
君
わ
ず
と
し
れ

た
ナ
ン
パ
ー
・
1
肇

武
田
薬
品
の
売

り
上
げ
の
三
分
の
一
、
二
七
〇
憧
円
を

ドロめ
て
い
た
が
、
四
工
ハ
年
慶価
以
来
こ
れ

ら
の
告
発
に
よ
っ
て
大
鰯
に
減
退
、
最

近
で
は
一
Q
O
億
円
前
後
に
ま
で
転
落

し
た
.
三
船
敏
郎
が
「
飲
ん
で
ま
す

か
」
と
い
っ
て
、
ム
キ
ッ
と
笑
わ
な
く

な
っ
だ
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
人
も
多

い
こ
と
だ
ろ
う
。
大
衆
保
健
薬
と
い

う
、
企
業
に
は
か
り
し
れ
な
い
暴
利
を

も
た
ら
し
π
〈
ク
ス
リ
▽
は
、
そ
の
虚

構
性
の
ゆ
沈
に
、
若
い
研
究
者
の
遊
撃

戦
的
な
告
発
活
勘
の
前
に
あ
え
な
く
壌

漏
し
た
と
い
え
る
.
企
藁
活
勧
に
対
す

る
告
発
は
、
公
害
に
対
す
る
嵜
発
を
代

表
と
し
て
、
欠
陥
蹴
閥
題
、
家
鷹
電
器

の
二
璽
価
裕
問
題
な
ど
数
多
く
婁
超さ

れ
て
き
て
い
る
が
、
企
業
を
現
鍵
に
、

こ
れ
ほ
ど
揺
る
が
せ
た
の
は
、
ク
ス
リ

告
発
を
お
い
て
他
に
例
を
見
な
い
、
だ

が
同
時
に
、
こ
う
し
だ
告
発
に
、
経

営
の
危
機
に
陥
り
な
が
ら
、
最
も
冷
酷

か
つ
厚
頸
な
対
決
姿
勢
を
が
し
て
い
・0

の
も
ク
ス
リ
婁
界
-
製
薬
資
本
で
あ
0

ζ
と
も
芯
れ
て
は
な
ら
な
い
。

三
一
新
蜜
「
ア
リ
ナ
ミ
ン
」
の
出
版

に
対
抗
し
て
、
武
田
薬
品
の
と
っ
た
手

段
は
①
新
聞
社
に
対
し
て
同
轄
瓜
告
を

掲
載
し
な
い
よ
う
に
圧
力
を
か
け
②
金

融
機
関
を
通
し
て
一二
一
唇
房
へ
の
融
資

ス
ト
ノ
ヴ
一行

つ
、
と
い
う
卑
劣
極
ま

り
の
な
い
も
の
て
あ
っ
κ
。
ち
な
み
に

当
時
武
旧
戦
品
は
ム
告
費
日
輩
　
ζ
い

う
企
業
で
あ
る
。
新
聞
杜
が
こ
の
丘
力

に
、
い
と
も
簡
承
に
厩
服
し
た
の
は
血

極
当
然
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

ア
リ
ナ
ミ
ン
の
武
田
簗
品
、
ア
ス
パ
ラ

の
田
辺
製
薬
な
と
、
日
本
の
侮
表
的
な

秘
膠
資
本
は
、
も
つ
ひ
と
つ
の
闘
い
、

つ
ま
り
薬
禍
被
画
者
の
告
発
・
糾
弾
に

対
し
て
も
、
同
し
よ
つ
に
良
呵
か
ら
抗

う
姿
勢
を
見
せ
て
い
り
。
も
」も
ご
、

盛
構
の
ヒ
の
蘭
妃
⊂
あ
っ
た
以
⊥
、
と

こ
と
ん
ま
で
唇
直
0
し
か
命
脈
は
な
い

の
か
も
し
れ
な
h
。

こ
れ
か
り
報
岱
し
よ
つ
と
ダ
る
、
キ

ノ
ホ
ル
ム
薬
禰
は
、
モ
の
被
菖
の
甚
入

な
規
僕
、
戴
さ
、
本
条
理
。
そ
し
て
、

加
害
巷
の
麗
薬
資
ム
、
国

(摩
生
管
)

肩
院
の
対
応
の
非
人
間
性
に
お
い
て
、

資
本
主
義
杜
会
の
た
だ
れ
を
明
か
す
曼

陀
羅
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。

日
本
人
は
、
非
糟
に
ク
ス
リ
存
好
む

国
風
だ
丁
つ
だ
。
先
の
告
発
が
行
わ
れ

る
蕊
で
、
ア
リ
ナ
ミ
ン
や
グ
ロ
ン
サ
ン

は
煙
草
緩

の
も
の
と
し
て
、
食
前
食

後
、
睡
眠
前
と
乱
用
さ
れ
て
い
κ
。
ア

リ
ナ
ミ
ン
亮
り
上
げ
二
七
Q
億
と
い
う

こ
と
は
、
国
罠
一人
あ
κ
り
二
七
Q
円

を
、
あ
の
効
か
な
い
ど
こ
ろ
か
害
(脳

神
経
障
害
)
の
あ
る
黄
色
く
て
臭
い
綻

剤
に
文
払
っ
て
い
κ
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
含
め
て
、
ク
ス
リ
の
総
売
り
上
げ
は

現
在
約
一兆
円
と
い
わ
れ
る
.

さ
て
、
日
常
的
に
わ
κ
し
κ
ち
が
経

験
す
る
姪
即
と
い
え
ば
、
ま
ず
嘗

と

胃
腸
帽
で
あ
る
フ
。
た
い
が
い
の
人
な

ら
、
こ
の
輝
気
な
ら
一日
か
二
日
纏
こ

ん
で
、
襲
局
の
亮
薬
で
済
ま
せ
て
し
ざ

う
で
あ
ろ
う
。
ビ
タ
ミ
ン
剤
と
カ
ゼ

薬
、
そ
し
て
整
腸
剤
。
お
そ
ら
く
、
一

般
人
が
最
も
よ
く
消
費
す
る
ク
ス
リ
の

ベ
ス
ト
ス
リ
ー
で
委
O⊃
。
そ
れ
は
と

り
も
な
・40
さ
ず
、
大
襲
薬
資
本
の
主
力

商
品
で
の
る
。

「熟
は
原
則
削
に
漣
で
あ
る
」
ζ
い

わ
れ
る
。
郵
が
捺
ず
、
副
作
用
を
と
も

な
,♪
こ
と
は
、
A
で
は
多
く
の
人
々
が

知
つ
て
い
0
。
だ
が
し
か
し
、
誰
ひ
と

り
と
し
て
、
薬
を
の
む
と
き
に
、
副
作

用
を
期
待
し
て
の
む
人
は
い
な
い
。

サ
リ
ド
マ
イ
ド
を
の
ん
だ
母
親
は
、

睡
眠
小
足
か
胎
魁
の
健
康
に
災
い
す
0

と
恩
っ
て
、
何
と
か
眠
る
つ
と
響
,
κ

に
ち
か
い
な
い
。
ー
ツ
ル
ノ
ル

乞
の
ん

だ
人
々
は
.
銭

瓶
の
死
の
酔
伽
か
り

逃
れ
よ
つ
と
し
だ
の
だ
O
つ
。

キ
ノ
ホ
ル
ム
を
の
ん
た
人
も
、
ち
ょ

⊃
と
し
た
下
痢
や
腹
痛
を
抑
え
よ
う
ζ

し
て
、
こ
れ
を
の
ん
だ
。
与
え
た
医
者

に
、
患
石
の
眼
や
壬
足
の
留
由
を
奪
お

う
と
い
う
恵
ふ
空
の
っ
た
と
は
い
え
な

い
。だ
か
、
モ
の
ク
ス
リ
が
、
効
き
目
も

強
く
、
し
か
も
非
常
に
経
済
的
で
あ
る

こ
と
、～
け
⊂

こ
れ
を
人
腫
に
出
回
り

せ
た
昌
か
居
て
、
こ
の
者
は
副
砕
眉
に

っ
い
て
も
多
少
の
知
識
を
も
っ
て
い
に

ζ
し
た
り
、
こ
の
副
作
用
か
も
κ
ら
せ

た
酷
巣
は
、
は
た
し
て
「趨
煎
の
遡

久
」
と
い
凡
9
だ
ろ
つ
か
。

ス
モ
ン
の
迷
宮

「も
は
や
戦
後
は
終
わ
⊃
た
」
ζ
い

わ
れ
、
日
本
人
の
牛
活
状
態
、
生
活
様

式
か
根
本
的
に
盆
化
し
は
じ
め
る
約
十

八
母
前
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
の

病
状
を
診
て
き
た
全
国
各
地
の
内
科
医

た
ち
が
、
首
を
か
し
げ
る
あ
る
魍
瓠
が

発
生
し
は
じ
め
た
。

激
し
い
ト
痢
、
膜
籍
の
あ
と
、
ン
ビ

レ
が
出
て
、
下
半
硲
の
マ
ヒ
が
は
じ
ま

り
、
つ
い
に
は
死
亡
、
失
明
に
至
る
。

症
状
が
停
ま
っ
て
も
、
罹
愚
も
は
身
勘

き
が
ご
れ
ず
、
シ
ビ
レ
と
針
で
刺
す
よ

う
な
籍
み
に
、
苛
ま
れ
つ
づ
け
O
.

こ
の
輝
熱
に
対
し
て
つ
け
ら
れ
た
診

断
名
杯
は
出
を
樋
え
る
と
い
わ
れ
る
。

下
痢
後
の
脊
髄
炎
、
下
鋼
を
倖
,
急

性
墨
発
任
神
通
炎
、
下
醐
に
続
発
9
0

下
半
努
縣
揮
、
膳
疾
雌
俊
の
脳
脊
髄
根

神
経
炎
、
腹
都
症
杁に
伴
2非
独
異
佐

脳
奇
軸
炎
遮

。

こ
の
痴
剣
は
、
特
定
地
域
で
べ
発

生
、
全
国
的
に
取
発
と
い
う
状
況
で
.

昭
和
昌
十
年
仙
後
半
か
ら
激
増
し
、
昭

和
四
十
四
年
、
ピ
ー
ク
に
至
り
、
昭
和

四
十
玉
年
の
あ
0
行
寂
垣
置
に
よ
つ
て

て
、
劇
的
に
終
驕
∫
る
。

総
愚
佃敏
。
准
計
ニ
カ
人

死
佃
・
義
41
↓
千
人

昭
和

十
乃
年
、
こ
の
釣
、期
は
哩
忌

牲
脅
他
悦伸
新
江
」名
づ
け
ら
れ
、
以

来
七
の
頭
又
字
¢
と
っ
て
、
ス
モ
ノ
と

遁
椋
さ
孔
り
よ
づ
に
な
つ
た
。

塾
刺の
な
か
に
は
、
東
蝋
オ
リ
ノ
ピ

ソ
ク
の
削
喪
、
そ
の
ト
ー
ト
会
場
・
埼

工
緊
月
田
周
辺
て
夢
狛
し
た
こ
ど
か

う
、
新
謂
V
T
レ
ビ
e

「
月
田
内
一

「
月
出
遭
鞠
一
}験
か
れ
κ
⊂
と
を
記

憶
し
て
い
り
人
も
め
Q
た
り
2
。
て
の

ほ
か
、
調
諭
、
r
蘭
、
愛
知
、
山
旗
、

米
沢
、
井
京
な
ど
⊂
多
発
し
た
。

ス
丘
ン
は
、
日
本
に
し
か
報
仏
さ
れ

な
い
こ
ご
か
り
「
奇
猶
」
と
呼
ば
れ
、

特
疋
の
地
臓
に
し
加
発
鼠
し
な
い
こ
と

、
つ

凪

灼
」
と
も
い
わ
れ
、
6
じ

.
、

の
レ
因
力
全

、つ
か
め
な
い
こ

」
リ
ッ

塊
k
の
極
物
し
こ
わ
で
れ
ら

れ
た
。
ス
奇
ノ
は
、
臥

F省
に
ご
2
⊂
も
、

ぐ
し
⊂

し

口に

」
,
」
も

、
ま
さ
に

「
辻

]」
て
あ
,
た
。

医
与
煮
は
、
次
〃、
G
込

]の
出
口
を

捜
ず
追
働
を
石
ん
た
.
風
L
豹
謁
、
ア

レ
ル
キ
ー
轟
、
農
薬
中
毒
轟
、
鉱
占
・

r
場
排
水
函
、

て
の
仮
魂
の
い
ず
れ
も

が
几
し
の
遜
住
製

＼も
の
⊂
は
な
か
つ

た
。
も
こ

甑,
、
倉
雌
々
法
を
見
つ
け

9
こ

旨は
、
原
園
か
分
り
ぬ
以
」
、
ゴ

簸
の
業
て
あ
⊃
℃
.

隙
因
不
剛
、
沿
療
力
払
な
し
。
し
か

も
、
自
分
た
う
こ
同
し
よ
う
に
健
康
て

あ
,
11人
か
、
あ
り
と
い
♪
ま
に
号
体

の
目
田
を
曾
わ
孔
て
い
く
。
号
つ
い
つ

鍔

仙
乙
目
の
あ
た
り
に
見
O
こ
'ご
、
面

民
の
聞
く
野
華

旨れ
る
も
の
は
、
必
ず

と
い
っ
こ
い
い
は
と
、
遺
伝
と
廠
染
の

次

へ
、あ
9
。
ど
9黒
く
、
展
し
い
ま
て

の

ノ
別

」
尉
見
が
、
筆
rロ尽
し
難
い
肉

体
の
二
し
み
と
瑚
み
に
あ
ん
ぐ
壕

を
片
ー
紋
し
て
い
っ
た
。
薔
に
去
ら
れ

れ
べ
二
'
つ
札
、
職
を
追
わ
れ
、
そ
の

地

声

一
」
」さ
ん
肝
さ
れ
づ
、
憲
者

」

O
は
、
人

一ン
の
江
昌
の
闇
の
中
に

同

㌧
」
軸
'

占
病
と
絶
望
は
多
く
の

よ
・,
に

さ

を
選
ば
せ
ご
い
く
。
人

痔

'
つ
F～

」起
臥
の
だ
め
の
埴
て
、

首
.ご
っ
っ
」
い
⊃
た
人
の
北
ほ
ど
L
惨

ね
死
は
弛
ー

の
⇔
ま
い
。

二こ

㌧、
医
.」界
と
ご
南
民
の
込
妄

ハ
つ
目
田
⊂
あ
萄
こ
こ
は
な
い
の
だ

つ

⊃
か
、
仏
し
ら
れ
な
い
安
漁
さ
で
、
感

染
魂
が
論
さ
れ
、
四
十
二
ー
四
十
三
年

頃
に
は
医

∫
界
の
主
流
的
見
解
と
な

る
。
も

⊂
ム
り
、
投

〆
的
に
感
染
を

小

唆
す

ω
豊
繰
も
な
か
っ
た
と
は
い
ん
な

い
。①

小
地
域
に
数
有
に
わ
た
り
、
流
々

発
生
ず

0
。

②
妖
玖
内
発
生
か
少
な

・な
い
。

③
柄
翫
内
発
生
か
あ
り

杓
株
栗

憤

胤
が
あ

Q
。

④
夏
手
ア～
蚤

ル
9
Q。

⑤
臥
療
職
、
当
蕩
職
に
多
い
等
。

た
か
、
こ
れ
を
つ
ち
け
ず
に
は
寸
分

な
だ
け
の
、
鐸
象
も
田
詩
に
朽
在
し
κ

た
。①

日
ム
独
符
の
柄
熟
こ
、
一
九
社
O

年
娠
か
り
耕
だ
に
発
土
し
た
。

②
小
児
に
5
わ
め
」
謡
ぐ
、
中
勾
女

性
こ
夢
い
。

⑤
畷
発
地

㌔怯
凶ブ

ご

43
ノ
む
9

卦
念

多
い
。

④
甑
汰
剛

」、
殆
帆
・曹
今

こ

　
ψ

ウゾ
＼、
ま

川

、壊

・
働
終
嵐
㌧
」

特
逼

9
へ
さ
も
の
加
な
い
。

⑤
納
運

、・肘

暮
染
を

小
∫
卦
r
か

な
い
、
等
。

スモソ患者の年次別蟻月別発生数(確 実十容疑)

A;キ ノナルム説が出現

β:椿 博士のキノホルム

説新聞で報道

C:キ ノホルム販売中止
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に
し
加
か
わ
ら
す
、
功
名
る
舐
っ
κ

と
し
加
考
ん
ら
れ
な
い
一
蹴
の
医
字
者

た
ち
は
、
あ
ろ
つ
は
ザ
ら
な
い
ス
乃
ン

。
ワ
ィ
ル
ス
る

「発
見
}
し
に
の
で
あ

り
。
バ

八ソ
ィ
ル
ス
研
・
月
」
≠
玉
を

筆
頃

」
9
り
蘇
翁
袖
帥
、
別
呂
ワ
ィ
ル

ス

参
"
は
、
相
次
い
く
ス
」」
ノ
よ
占
の

体
丙
か
つ
約
楓
体

弛
分
離
、
版
染
ん
を

払
約
つ
け
勺
」
」を

塊
い
合
,
κ
。
こ

の
竸
争
か
、
朝
目
新
聞
を
は
し
め
G
9

θ
商
業
紙
の
匹
・、一圓
」
こ
、
つ

、鰻
翌

つ

{ス モン翻査研究協識会研究隷告書翫8よ り}

 

ら
れ
た
と
き
、
市
民
の
迷
錠
は
も
は
や

科
字
的
根
拠
を
得
κ
刃
と
な
っ
て
、
ス

モ
ン
態
者
の
命
を
断
つ
も
の
と
な
っ

た
。
「幻
の
井
上
ス
モ
ン
・
ウ
ィ
ル

ス
」
か
奪
っ
だ
ス
モ
ン
患
者
は
あ
ま
り

に
も
多
い
。
そ
の
意
臥
で
は
、
一
人
の

ス
モ
ン
志
者
を
生
み
は
し
な
か
っ
た

「ル
」
ワ
ィ
ル
ス
」
は
、
ス
モ
ン
に
よ

る
外
者
の
免
因
の
】
つ
に
は
、
十
分
に

司
せ
ら
れ
る
て
あ
り
つ
。
」

長
す
ぎ
た
原
因
究
明

¶

一,

緑
色
の
導
き
の
糸

こ
し
も
の
ス
モ
ン
の
葛
冨
に
も
、
こ

れ
を
ぬ
け
出
る
道
は
あ
っ
た
。
導
き
の

糸
は
、
ス
モ
ン
患
看
に
特
有
の
緑
色
の

舌
苔
、
便
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

か
な
り
早
く
か
ら
圧
目
さ
れ
て
い
た
こ

と
な
の
だ
が
、
こ
こ
か
ら
原
因
を
つ
さ

と
め
よ
う
ζ
し
た
医
学
者
は
な
か
な
か

現
わ
れ
な
穆

κ
。

昭
和
四
十
五
年
六
月
、
こ
の
緑
色
物

質
が
キ
ノ
ホ
ル
ム
の
三
伽
似
キ
レ
ー
ト

化
合
刷
で
あ
0
こ
と
か
判
明
し
た
。
同

し
こ
り
、
新
潟

八
解
の
凝
.心雄
教
殴
は

「
ス
て
ン
恵
槍
一
七
一
名
中
、
=
ハ六

名
が
発
乱
以
副
に
キ
ノ
ホ
ル
ム
剤
を
服

用
、
残
り
の
血
各
こ
つ
い
て
も
服
用
を

杏
短
で
己な
い
。
ま
た
、
膿
用
童
」縛

気
の
噛
堀
畏
と
の
闇
に
、
あ
O
程
度
の

相
関
闘
係
ゆ
見
O
れ
る
」
と
発
疫
し

た
。
一
転
し
て
、
ス
モ
ン
は
キ
ノ
小
ル

ム
剤
に
よ
匂
甲
畦
、
薬
&
で
あ
萄
と
い

う
65
か
、
強
力
な
匹
斑
を
も
っ
て
提
出

さ
札
㌃
の
㌧
の
り
p

ス
ヒ
ノ
の
廼
～」を
扉
く
麗
は
、
牌
報

嵩
に
祝
く
、
投
'、
桑
も
、
柄
理
∫
の

分
野
か
ら
の
鞭
告
に
よ
ノ
て
、
他
の
壷

、西を
電
放
す
る
。
十
数
な
に
わ
た
っ
て

医
学
爵
に
「
肉
氏
医
デ
へ
の
銚
戦
」
ご

よ
で
い
わ
し
め
肥
胸
気
は
、
こ
こ
に
腺

因
ん
賜
の
ヨ
坦
を
開
く
の
て
あ
る
。

の
ス
モ
ン
患
者
ζ
非
ス
モ
ン
磁
者
の

闇
の
中
④

間
に
は
、
キ
ノ
ホ
ル
ム
服
用
量
し
大

き
な
差
か
め
0
。

②
キ
ノ
ホ
ル
ム
剤
生
産
量
と
ス
モ
ン

患
邑
発
生
数
か
帽
閨
し
て
い
る
。

③
キ
ノ
ホ
ル
ム
を
投
与
し
た
極
々
の

動
物
で
ス
モ
ノ
類
似
の
症
状
、
病
理

所
見
か
得
ら
れ
る
。

④
翻
理
学
的
所
見
が
代
謝
諏
醤
、
中

毒
の
パ
タ
ー
ン
を
小
し
て
い
る
.

⑤
キ
ノ
ホ
ル
ム
が
生
体
に
吸
収
さ
れ

障
警
部
位
に
移
行
ず
る
こ
と
が
瓶
か

め
ら
れ
O

な
ど
.

こ
う
し
κ
キ
ノ
ホ
ル
ム
説
を
立
証
す

る
数
々
の
墾
q
が
、
わ
ず
か
三
ヵ
月
間

に
あ
い
つ
ぎ
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
禍
に

お
い
て
は
、
レ
ン
ソ
墾
口か
ら
販
亮
禁

止
ま
て
}
冬
も
放
置
し
、
惨
禍
を
加
璽

し
た
厚
生
自
は
、
四
十
五
年
九
月
八

日
、
キ
ノ
ホ
ル
ム
鯛
の
使
用
・販
売
を

コ

隠
中
H
」
9
0
拮
置
を
と
2
た
。

そ
し
て
、
こ
の
夏
を
も
,
て
、
ス
七

ン
の
発
生
は
劇
的
に
終
焉
し
に
。

四
ー
し
f

月
、
厚
牛
肯
・
ス
七
ノ

調
査
け
光
協
緬
会
は
「ス
モ
ン
と
診
断

、」れ
た
臥
習
の
k
多
赦
は
、
キ
ノ
ホ
ル

ム
荊
の
胆
比
に
軌
.
、神
経
瞭
醒
を
,鯉

こ
し
た
も
の
こ
刊
断
さ
れ
O

と
の
結

論
、
ス
モ
ノ
・
ヤ
ノ
ホ
ル
ム
鳳
囲
説
は

公
式
の
㎡
。茄
機
関
に
よ
,
㌦
認
知
さ
れ

る
に
嘘
つ
た
。

だ
が
し
か
し
、
↑rノ
ホ
ル
ム
が
ス
モ

一万
被
害
者

ン
の
膣
因
て
は
な
い
か

」い
り
謎
い
は

一
部
の
メ
者
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
提
出

ご
れ
て
い
に
、
ζ
い
う
。
黄
く
な
る
が

「
薬
の
ひ
6
ば
」
調
査
部
の
報
傷
を
ヨ

用
し
て
お
こ
2
。

「
ス
モ
ン
の
原
因
と
し
て
キ
ノ
フ

ォ
ル
ム
は
五
回
見
の
が
さ
れ
て
い

る
。し
か
も
、四
一
年
に
は
厚
生
衡
科

学
研
尭
班
が
一
度
は
キ
ノ
フ
ォ
ル
ム

に
容
疑
を
か
け
な
か
ら
見
の
が
し
て

い
る
し
、
四
五
年
に
キ
ノ
フ
ォ
ル
ム

説
か
発
表
さ
れ
て
か
ら
の
ち
の
ス
ヒ

ン
調
査
研
究
協
議
会
の
臨
床
班
さ

え
、
キ
ノ
フ
ォ
ル
ム
を
浮
び
上
が
ら

ぜ
O
こ
と
♪
で
き
ザ
に
」貧
足
し
た
の

て
あ
♪
た
。
(
中
婚
)

細
欲
山
く学
の
内
厨
の
教
硬
O
の

轟
楠
函
賢
拙氏
ま
、
昭
刈
一

年
ご

ろ
の
ス
旨
ノ
の
鮫
材
の
身
例
寒
告
に

ゐ
い
て
キ
ノ
ノ
4
ル

の
処
方
ご
明

磁
し
て
ψ
ワ
れ
国
か

ゴ
」
、
芝
の

∬、
六
耳
d
の

ん
%
二
は
.
樵
用

襲
剤
の
調
斉
ζ
k
通
函
子
な
し
=
」

発
責
し
、
ま
た
帽
柑
四
ユ
年
瀞、に
4

ノ
ノ
ー
ル
(
混
ρ
免
火
ご
れ
.κ
の
2

、
層も
、
ーハ
」
尚
鳶
1
。九
協
函
会
の

臨
床
#
の
L
表

↓
】
)ご
人
曽
ノ
の

夢
剤
識
責

]鈎
同
伯
y
て
わ
」
も
い

キ
ノ
フ
パ
ル
ム
は
ス
L
ン
の
一
久

原
因
で
は
な
い
こ
粘
諭
し
ζ
い
∂
。

つ
誤
り
、
キ
ノ
フ
ォ
ル
＼
は
楠
片

氏
に
わ
い
こ
ー

度
氏
こ
れ
て
い
る
」

の
で
あ
る
。
て
の
浬
田
は
何
で
あ

っ
た
の
た
り
,
か
。
楠
井
氏
た
ち
の

班
か
品
戴
し
て
い
る
統
計
姦
は
、
続

削
学
国
に
倹
証
こ
れ
慰こ
と
な
し
に

に
盧
観
的
に
睡
め
t
た
け
で
あ
つ
た

か
ゆ
え
に
十
分
な
情
報
せ
.G
ら
え
き

れ
な
か
っ
た
の
た
。
(中
略
)

こ
の
見
の
か
し
.ゆ、
キ
ノ
フ
ォ
ル

ム
説
か
発
表
な
⊃
だ
あ
と
で
の
⊂
と

た
か
う
、
こ
の
隔
床
班
の
研
究
班
の

研
允
の
か
払
論
の
へ
黙
佐
¢
示
す
た

け
で
人菖
は
な
い
が
、
残
念
な
の
は

昭
和
四
一
ぞ
に
一
キ
ノ
フ
ォ
ル
ム
を

便
,
て
い
9
」入
】ン
に
似
た
輝
気

に
㌔
Q
」
駄

コ
こ
と
に
知
つ
い
κ

神
逓
庸
の
専
肖
医
か
い
た
の
に
、
調

血
研
死
の
よ
9
こ
の
た
め
と
思
わ
れ

の
か
、
見
の
,
.」れ
て
し
ま
っ
た
こ

」で
の
」
.
こ
02
ど
葦
に
気
つ
い
て

わ
れ
ー7仲ん

、
つ
く
畝
千
名
の
ス
モ
ン

恕
善
は
発
'
L
」
9
に
済
ん
た
も
の
と

思
わ
れ
曾
。

(以
卜
騒

」

(
「
気
の
2
,
ば
』
第
r
号
よ
り
)

区
学
、賃に

世
メ
中
で
仮
わ
れ
て
い

」
ク
.〈
リ

ー
、
u
な
」
と
か

」
と
い

ノ
知
入
見
」
の

ご

と
は
確
か
で

あ
り
。
だ

詩

口
卜
五
年
炭
の
劇
的

な
那
焉
レ。て
し
、
　
カ
で
い
い
加
威
な

噛
染
説
や
}
ス
ニ
ヒ
ン
・
ウ
ィ
ル
ス
発

見
=
」ふ
,
ま
い
た
医
学
界
て
、
キ
ノ

社
か
ら
エ
ン
テ
ロ
・
ヴ
ィ
d
フ
オ
ル
ム

と
し
て
売
り
出
さ
れ
た
。
キ
ノ
ト
ル
ム

は
、
こ
の
と
き
か
ら
、
人
り
の
U
㌔
杷

て
、
腸
の
な
か
に
入
り
込
堅

し
κ
の

で
あ
る
。

日
本
へ
の
導
入
も
岸
い
。
舐
用
曳
」

し
て
は
大
正
初
期
に
、
内
膿
・と
し
ご

ほ
ぽ
発
宛
と
同
時
に
入
っ
て
い
り
。
、

昭
和
十
四
年
六
月
に
は
、
日
1
て
の
生

産
か
姶
ま
り
、
同
年
日
ぢ
蝿
り
も
収
載

品
目
と
な
っ
て
い
る
。
ス
r」
ノ
聴,責
研

究
協
轟
会
の
謂
査
に
よ
,
て
、
入
こ
ノ

の
最
切
の
発
生
は
昭
和

卜
r
」
?
」

は
な
く
、
戦
前
の
昭
和
卜

一

彗
ご

ろ
に
す
で
に
ス
モ
ノ
と
擢
短
」れ
　
膚

気
が
発
生
し
て
い
る

(人
阪
南
ゾ
桃
山

霜
院
の
記
録
で
判
明
)
こ
と
か
確
認
」

て
お
り
、
日
本
で
の
ス
モ
ン
発
望
ζ
し

キ
ノ
ホ
ル
ム
使
用
開
姶

(昭
和
十
年
前

後
)
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
合
致
し
て
い
》

る
。戦
後
、
照
和
二
十
八
年
に
は
エ
ン
テ

ロ
ヴ
ィ
オ
フ
ォ
ル
ム
の
輸
入
発
売
が
姶

ま
り
、
同
二
十
九
年
に
は
、
日
本
独
目

の
乳
化
方
法
と
し
て
界
面
活
性
剤
C
M

C
(
カ
ル
ポ
キ
シ
.
セ
ル
ロ
ー
ス
ワ
メ

チ
ル
)
の
配
合
が
考
案
さ
れ
、
エ
〕
ー

ル
ム
と
い
つ
商
品
名
て
田
辺
畏
・か
2

発
児
〔
ト
一
脅
)
さ
れ
Ω
に
で
,
に

た
。生
酊
鷺
に
つ
い
て
み
勺
こ
、
戦
前
は

年
産
約
四
〇
Q
l
八
〇
〇
♂

て
あ
っ

た
が
、
戦
後
徐
々
に
増
加
、

十
一年

に
は
、
年
産
四
、〆、
♂
h
に

ト
し
年

ご
ろ
に
は
月
産
四
ー
に
ま
て
伸
k
し
た

粍
ま
ゲ
、
わ
尤
し
尤
≠
ば

己ノ
リ
」ご

製
鄭
資
ム
か
他
π
撃
に
先
ゐ
議ノて
、
向

度
成
長
を

幽
試
、
饗
則
ノ
浜凸
し
い
よ

ま
に
し
た
何
し
時
賜
に
、

て
の
頻
堆
向

加
は
ん
の
故
殊
の
闘
に
ト
催
に
も
な
っ

た
、
驚
ガ
の
ヶ
ベ
リ
、
4
ノ
ホ
ル
ム
の

泌
密

さ
く
り
な
ナ
れ
ば
な
り
な
い
。

メ
ズ
ー
バ
小
尉
の
狩
訪

'
か
、
な
ぜ
か

く
も
急
激
な
弓
聾
の
伸

し
ズ
侍
ら
れ
κ

の
か
。
当
時
、
日
舷
に
プ
メ
ー
パ
氷
痢

か
毎
年
札
碗
行
し
ん
な
,㌧
」い
つ
鵡
急

も
名
憾
も
な
い
.

田
地
雇
斗
の
エ
.
、
ゾ
、の
此
督

㍉㌧

ヴ
亮
て
み
よ
り
、

(抜

9
い
)

得

墜

-
分
敵
創
い
よ

・

ー
軸
囲
な
杓
臥

微
貿
勿
に
㍉
し

j
J
ち
忌
園
〃

も
つ
。

∠
純
福
」
貞
、
ゆ

・
ノ
ノ
剤
耐
稲
園

に
も
"
切
ζ

し
か
も
耐
的
鉾

Σ

は
低
い
。

働
寡
刀
、
な
ト
か
2
ド
瘡
的
で
、
集

団
中
毒
、
更
団

-知
の

何療

」よ
聖
)

、r
防
て
飯
頑
こ
あ

句。

憲

応
』

◇
内
用
1
急
.
慢
醗
i
刷
、
伸
和
E

卜
痢
、
腸
内
μ
.莞

酵
、
パ
7
ノ
～

ウ

、
小弼
、
急

慢
巨
ブ
メ
ー
パ
ム

剰

鞭
嘲

罵

払

,
旧
ユ

遮
.p
卜
逼

〔㌦
略
)

日
廿

研
服
す

っ
。
症
へ
に
よ
り
適
げ
増

騒
す

O
。

(
一日
璽

脳
へ
噛㌔

ノ
ホ
ル

、
山
し
%
の
醍
刺
)
.
ん

碧

"
)

【耐
作
毘

昭
f
用

は
㌧

「
∪
;

,
し
な

い
。
ー
ー
n
に
敏
。
な
八
に
・、わ

め
ζ
ま
れ
に
I
ー
ト
疹

見

勺
こ

と
か
の
佃
。

ホ
ル
ム
撹
だ
け
か
、
何
赦
か
く
も
豚
霜

に
身
を
酸
め
て
い
た
の
か
、
素
人
目
に

は
不
思
議
と
し
か
い
い
よ
う
か
な
い
。

す
く
な
く
と
も
、
ス
モ
ン
が
キ
ノ
ホ

ル
ム
説
の
登
燭
で
「急
転
置
下
」
絡
焉

し
た
こ
と
を
喜
ん
で
、
自
ら
が
感
染
説

の
主
た
る
担
い
手
で
あ
っ
た
こ
と
忘
も

れ
て
「
み
ど
り
の
窓
口
」
な
ど
と
ダ
ジ

ヤ
レ
を
飛
ば
し
て
い
る
東
大
。
櫛
倉
康

夫
教
授
な
ど
の
評
価
は
、
内
部
で
そ
の

業
軟
な
甦
脳
を
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
今
日
の
日
本
医
学
の
恥
を
上

塗
り
す
・り
以
外
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
世
紀
末
の
贈
り
物

キ
ノ
ホ
ル
ム
は
、
一
八
九
九
年
(
明

禽
四
十
二
年
V
今
日
の
国
際
襲
薬
資
本

チ
バ
の
前
身
に
あ
た
る
会
社
が
開
発
し

た
物
資
で
、
マ
ラ
リ
ァ
治
療
薬
の
8
ア

ミ
ノ
キ
ノ
リ
ン
、
4
ア
ミ
リ
キ
ノ
リ
ン

と
同
し
よ
う
に
、
キ
ノ
リ
ン
核
を
骨
裕

と
す
る
化
学
療
法
剤
で
あ
る
。
当
初
、

ヨ
ー
ド
ホ
ル
ム
に
か
わ
る
外
周
消
選
更

と
し
て
売
り
出
さ
れ
た
か
、
一
九
.
一三

年

(照
和
八
年
)
チ
パ
社
吃
パ
ト
ロ
ン

と
す
リ
ア
メ
リ
ヵ
の
学
老
ノ
ー
マ
ン
・

A
・
デ
ー
ビ
ノ
ド
ら
に
よ
⊃
て
、
キ
ノ

L
ル
ム
剤
か
ア
メ
ー
パ
ー
赤
剰
に
中
効

か
あ
9
」
と
か
発
見
さ
れ
た
。
水
に
不

溶
の
キ
ノ
ホ
ル
ム
に
逆
性
石
け
ん
サ
パ

ミ
ン
を
添
加
し
κ
製
剤
か
、
翌
年
チ
パ

整腸剤を支配
製薬資本が暴利

 

以
玉
の
披
す
い
を
よ
く
見
て
も
ら
兀

は
、
秘
密
の
鍵
は
い
く
ら
で
も
見
つ
か

る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
第
}
は
、
こ
れ
ほ

ど
「強
力
か
つ
経
済
的
」
な
整
腸
剤
は

他
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
製
薬

資
本
に
と
っ
て
実
に
す
ば
ら
し
い
商
品

で
あ
っ
だ
こ
と
。
そ
れ
ゆ
ん
に
、
第
二

に
適
応
症
が
ほ
と
ん
ど
根
4
に
示
ざ
ぬ

ま
ま
、
ア
メ
ー
バ
煮
痢
の
勝
内
消
毒
以

外
に
ど
ん
ど
ん
私
大
ご
れ
、
目腸
疲
一

般
に
効
く
と
さ
れ
、
あ
⊃
り
L
と
か
、小

痢
の
予
防
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
の
た
。

田
辺
製
薬
が
当
時
同
社
だ
け
の
乃
払
で

あ
っ
た
、
C
M
C
添
鳩
の
キ
ノ
メ
ル
ム

剤
。
エ
マ
ホ
ル
ム
で
、回
腸
監
の
争
鎮
域

を
支
配
せ
ん
と
し
だ
蕗
爵
な
商
鬼
か
よ

く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
て
よ
嬉い
か
。

第
二
に
、
用
量
吃

並
ぽ
増
景
」
」

し
て
い
る
点
。
こ
れ
.♪、
ヶ
ペ
U

一」

蒼
や
輝
院
に
も
ち
)ち
ノ
ロ
ハ
i
(
畳

艇
資
本
の
セ
蕃
ル
ス
・
エ
ン
ジ

ノ
)

に
よ
,
て
、
ど
ん
ζ
ん
、」
峯

れ
F」、

あ
た
か
も
キ
ノ
ホ
ル
!
用
が

、冊
、

逐
稀
投
与
」
に
適
づ
り
〃
ノ、リ
て
あ
佃

か
の
よ
つ
に
砥
ん
っ
札
、
忠
し
勉
伝
の

・
砥
か
せ
き
こ
焦
6
医
馳
ん
ノ㌔
格
好

ω
ク
入
リ
と
な
つ
よ
,
に
"
組
ま
孔
て

い
る
。
し
か
も
、
弟
四
に

副
仏
用
な

し
」
な
の
だ
。
内
朴
臥
た
ち
か
、
い
ち

ば
ん
塚
き
の
い
h
ク
ペ
リ
と
し
て
、
キ

ノ
ホ
ル
ム
を
迎
ん
た
の
は
馬
航
で
あ
っ

た
ろ
う
。

昭
和
二十
八
臼
、
武
田
拠
品
の
発
56

し
た
「
強
力
メ
キ
サ
ホ
ル
ム
」
で
は
、

用
量
か
通
竹
で
一
。
五
ー

..
(キ
ノ

ホ
ル
ム
約
九
〇
%
)
、
戒
五
で
ニ
ー
六

μ
.
(同
)
と
指
小
さ
れ
ご
い
⇔
。
同
し

ク
人
り
の
用
量
か
、
い
つ
の
ま
に
か
こ

れ
ほ
ど
増
や
さ
れ
た
の
て
あ
る
。

エ
マ
ホ
ル
ム
や
メ
キ
サ
ホ
ル
ム
、
あ

る
い
は
エ
ン
テ
ロ
ヴ
ィ
オ
フ
ォ
ル
ム
は

約
匠
、
医
者
向
け
の
ク
ス
リ
で
あ
る
が

町
の
桑
局
に
並
ん
で
い
だ
六
衆
同
整
腸

剤
に
も
キ
ノ
ホ
ル
ム
は
人
量
に
含
ま
れ

て
い
Q
。
人
製
葉
会
柱
が
墓
礎
製
剤
キ

ノ
ぷ
ル
ム
を
劃
嵐
し
、
中
小
資
本
が
一て

れ
こ
目
っ
て
」
ま
ざ
ま
な
鼓
い
の
整
腸

刑
を
躯
っ
て
い
た
の
で
あ
0。
そ
の
数

は
一
五
〇
縄
類
に
の
ぼ
る
。

イ
ヤ
ス
ミ
ン
S
(大
正
製
薬
)ー

キ
ノ
サ
イ
ド
(住
友
化
学
)

キ
ノ
ド
リ
ン
(幸
和
巡
品
)

キ
ャ
ベ
ジ
ン
(貝
和
)

ヘ
ク
タ
リ
ン
(箒
一
製
薬
)

ク
リ
ニ
ー
ル
(大
正
製
薬
)

健
胃
整
腸
夷
(大
同
製
薬
)

ケ
ン
ミ
ン
(わ
か
も
と
製
薬
V

サ
ン
ボ
ア
ン
(津
村
順
大
堂
)

キ
ノ
ビ
ス
(全
薬
工
灘
)

田
辺
縁
合
胃
腸
薬
(田
辺
型
躍
)

中
外
整
腸
碇
(中
外
製
嬰
)

ハ
ミ
ン
グ
(大
日
本
製
薬
)

ピ
ノ
キ
オ
〔小
暦
薬
品
)

ワ
カ
木
(中
滝
盛
蘂
)

又
字
通
り
の
世
紀
未
に
触
み
出
み
れ

た
状
黄
色
の
総
キ
ノ
示
ル
ム
か
、
そ
の

間
の
生
命
の
破
漂
に
わ
い
て
世
界
的

先
薄
国
の
日
本
に
お
い
て
、
遭
修
町
の

鬼
た
ち
の
商
魂
に
よ
2
て
、
ぽ
ど
ん

ど
全
て
の
人
な
に
ば
ら
ま
か
れ
、

万

人
に
及
か
郭
禍
酸
.口石
を
⊥
出
し
た

・L
こ
.
て
こ
に
、
世
糺
入
か
つへ
日
へ

の
出
魔
の
贈
り
物
ド、」見
出
ゾ
」
ほ
武

し
㌦
困
魅
な
」
と
て
は
の
,よ
い
。

(つ
づ
く
・芝
田
)

る激動の昭和史を伝

完結
U号より全紙を収録
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